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＜連絡事項＞
・有給申請は毎月15日〆です。それ以降は、勤務表が出てから申請して下さい。２週間前であれば大丈夫ですが、特別な理由に限ります。事前申請と勤務表掲示との誤差で２週間前の申請が出来ない場合は相談して下さい。勤務体制に支障が出る場合は、取得日の調整や公休に振り替えます。
事前に申請できる物を勤務表が出てから申請したり、期限を守らずに、自分の主張だけで押してきたりする方がいますが、当日の病棟の調整が必要になり、対応できない事もある事を理解して下さい
・病棟、ユニットの患者数の変動があった際は、電子カルテ上の処理（移動と記録）と病床管理の更新、ＷＩＺで医事等への連絡が必要です。漏れがないようにして下さい。

・医療福祉学会のＰＰＴ動作確認を下記の日時で行ないます。

日時：11/1（水）10時～12時

場所：メモリアルホール

発表者（またはそれに準ずる方）は上記時間帯で会場にお越しください。随時、動作確認を行ないます。どうしても業務都合のつかない場合は、教育委員長鈴木までメールにて連絡をお願い致します。
・次回の古川歯科診察は11/3（金）が祝日の為、11/2（木）に変更となります。
　

・藤井孝蔵様の処置の件について
H29.10.31八戸赤十字病院の看護部長もしくは師長と認定看護師が見学に来ますので、病棟リーダー、ユニットリーダーは対応して下さい。15：00来院予定ですので、処置の時間も調整して下さい。また、詰所の掃除もして置いて下さい。
＜患者様連絡事項＞
・ 澤口　利香様～洗濯物に入っていたメモに関して伊藤Drへ情報提供している。また、登録販売者のテキストに関しては今週の木曜日(11/2)まで詰所保管の指示あり。荷物チェックするようにとの指示あり。
・池野　功一様～排便-5日目。深澤DrよりケンエーG浣腸1本処方となっている。
・関野　節子様～排便-6日目。深澤Drより便秘時の継続指示追加、センナリド5回分、シンラック1本処方となっている。明日も排便ないようであれば浣腸の指示受けするようにとのこと。
　　　　　　　　娘様面会時に主治医面談希望あり。長女様、次女様で日程合わせ都合の良い日を連絡するとのこと。深澤Drへは面談希望で、日程は後日連絡する旨報告している。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。10:00～12:00開放観察中に兄様付き添いにて外出している。帰院後は声高さなく穏やかに過ごしている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。喫煙室からBユニットへ投げキスする行為あり。介入要している。介入に対しなかなかやめること出来ずにいる。引き続き、精神症状の観察をおこない早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。9:30外泊へ出発される。
＜要注目患者様＞
・和田　昌様～バイタルサイン異常なし。声掛けに、反応見られている。食事は、介助にて少量摂取している。痰絡みあり、自己排痰・吸引施行している。尿失禁あるが、排尿した自覚ないことあり。ケア時にスタッフへ「十和田湖へ連れていく」等話す事あり。
・藤井　孝蔵様～体温36.0℃台で経過。食事は介助にてエプリッチ2/3摂取している。酸素飽和度の低下なし。本日バルーン交換行っており、尿流出は良好。点滴はトラブルなく経過。妄想発言や処置時の暴言・拒否等見られている。伊藤Dr診察し、レボトミンが就床前に追加となっている。褥瘡処置　左大転子部浸出液・悪臭あり。
・大塚　キミ子様～食事は1/4～1/3摂取している。介助への拒否や抵抗、不穏なく経過している。
・池野　功一様～本日体温37.0℃台で経過。食欲良好。
〈新患者情報〉
  氏    名：佐藤　美江様

  生年月日：昭和2年9月10日　90歳

  性    別：女性

  病    名：認知症疑い 
　病　　棟：東病棟Ｃユニット

  主治医  ：田名部Dr　（入院時:窪田Dr）
　

（経過）

 現在、長女夫婦、孫と4人で生活。時期不明だが、かかりつけの田子診療所にて、うつ病（詳細不明）腰痛、高血圧症の治療を行っており、多少の物忘れはあるが生活に支障はなかった。

Ｈ28年秋頃より「テレビの人が自分を見ている」「部屋を誰かに見張られている」等の言動があり、Ｈ29年初旬には衣類についた毛玉を「虫」ということがあった。しかし、日常生活へ支障なく、専門医療機関の受診はしていない。Ｈ29.10.23夜間帯に幻視様の発言あり。不眠・拒食・拒薬があった。以後も症状変わらず、Ｈ29.10月には、気分高揚、独語等の症状・感情失禁があった。かかりつけ医へ相談。入院治療を含めて当センターへ相談するように説明を受け、H29.10.30当院受診、当院一回目の入院となる。
※LTセットBプラン、オムツ②
※窪田Drより持参薬はすべて中止の指示あり（入院1週間ほど前から拒薬しており内服していなかった為）。明日田名部Drへ内服薬について指示受けするようにとの事。
※10/30点滴2本/日処方。点滴に対し拒否あり。12:32拘束開始の指示となっている。点滴時以外は開放可。
